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府立布施高等学校 

校長 中山 博 

 
平成 25年度 学校経営計画及び学校評価(案) 

 
１ めざす学校像 

 教職員は「教学相長」の創立時精神を踏まえ、「チーム布施高」として、その資質・能力の向上を図り、教育内容の充実と環境整備につとめ、 

１．基礎学力・語学力を確実に身につけ、思考力・判断力・表現力・行動力を備えた生徒の育成に努める。 

２．自他を認め、まごころと思いやりを持つ心身ともに健全で規律ある生徒の育成に努める。 

３．グローバル社会を生き抜くため、個を磨き、自己成長を習慣化できる人間の育成をめざす。 

 

２ 中期的目標 

１．確かな学力の育成 

（１）授業力向上 

ア 授業アンケートの活用や公開授業・研究授業の推進を通じ、個々の教員の授業の充実を図り、学校教育自己診断における「学力のつく授業が多い」の

項目で、肯定的回答 20％増(H23年度は 55％)を達成する。 

イ 家庭学習課題（宿題）の充実、新入生全員を対象にしたスプリング合宿(勉強合宿)、自習室の整備等によって、家庭学習時間 20％増をめざす。特に、

家庭学習習慣の不十分な生徒に対する、将来の目標づくり等のキャリア教育を推進する。 

（２）教育の情報化の推進 

ウ ＩＣＴを活用する授業を推進し、「わかる授業、手ごたえのある授業」を展開する。 

エ 生徒に関する諸データの集約・活用に向けたシステムを構築し、校内 LAN の活用による校務の情報化・効率化を図る。情報専任者の設置から、情報係

の分掌化を促進する。 

(３) プロセスアプローチの導入 

 オ 教科毎にインプットとアウトプットを定義し、運用方法（手順・技法）と評価指標（監視測定項目と目標値）を明確にする。 

２．夢・志のはぐくみ 

（１）系統的なキャリア教育による志や目的意識の醸成 

ア 「志学」の充実を図り、FROM NOW（総合的な学習の時間）や LHR・学校行事を点検し、従来の取組みを位置づけしなおす。   

イ 各学年数時間程度の新しい学習プログラムを開発し、布施高版市民性教育（キャリア教育・「志学」）を確立する。 

（２）進路保障 

  ウ 普通科専門コースを導入し、将来生徒たちがなりたい自分を実現する選択の幅を広げる。 

エ 平成２８年度国公立合格者、関関同立合格者を平成２５年度比倍増する。 

３．生きる力と豊かな心のはぐくみ 

（１）自己を厳しく律する力と自尊心の育成 

ア 挨拶指導・遅刻指導の充実等により、年間総遅刻数 25％減を実現する。 

イ 教育相談委員会の活性化、各学年や関係委員会との連携による個別生徒支援の充実を図り、学校教育自己診断における「親身に相談に応じてくれる先

生が多い」の肯定的回答 70％以上を達成する。 

ウ 充実した伝統的自治会行事の継続、部活動のベスト記録･成績の更新、菜の花忌運動等の地域貢献を通じて自主・自立の精神、社会貢献の姿勢を育む。 

（２）地域連携強化による地域に大切にされる学校づくり 

エ 家庭との連携強化、ＰＴＡ活動の充実を図り、保護者授業参観参加者の倍増を実現するとともに、新たに導入したワークショップ形式の保護者と教職

員の意見交換会の継続・充実に努める。 

オ 近畿大学をはじめ他大学との連携による出前講義・体験講義の充実を図る。また、司馬遼太郎記念館との連携の充実を図り、志学に位置付けた「司馬

遼太郎学習プログラム」「菜の花忌運動」を展開する。 

４．機能的な組織づくり  

（１）若手教員の校内ＯＪＴの充実 

（２）運営委員等のミドルリーダーの育成 

（３）学校改革委員会の見直し 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成 年 月実施分］ 学校協議会からの意見 
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府立布施高等学校 
３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（１）授業力向上・学力保障 
ア○教科毎にプロセスのタート
ル図を完成させる。  
○７月と 12 月実施の授業ア
ンケートを活用し、授業改
善 

○7 月のアンケート結果を基
に各教科１名研究授業 

○府教育センターのパッケー
ジ研修の活用 

イ○全校生の家庭学習実態を、 
定期的に全校調査  

○学習合宿、週末課題、自習
専用室活用等により、生徒
の自学・自習力を高める 

（２）教育の情報化の推進 
ウ○ＩＣＴを有効活用する授 

業推進 
エ○諸データ集約・活用のた 

め校内ＬＡＮシステム確立 
(３) 授業形態等の検討 
オ○10 年間実施の 45 分７限 

授業を検証し、50 分６限に 
７限を重ねる授業形態も検討 

(４) 学習到達度の検証 
カ○新入生の到達度調査と対応 

ア○担当首席・教務・進路・教科からなる 
ＰＴで学年教科毎のタートル図に基づくプロセスア
プローチの実践。 

○個人別分析結果を、個々人が真摯・謙虚に受け止め、 
自身の授業改善に努める。 

○各教科年間１回以上研究授業実施。見学後、「改善への 
一言」(統一用紙作成))を記入。 

○参加しやすい時間帯を設定。 
○初任者のみならず全教員の授業改善への契機とする。 

イ○従来は学力生活実態調査で４月時点の家庭学習時間 
を把握。7 月・12 月にも調査を行い、実態に即し対応 
を行う。 

○H24 年度に初めて実施の学習合宿定着と内容充実図 
る。また、自習専用室利用の広報活動と専用室管理の 
教員体制整備。 

○予習・復習不可欠な授業展開の工夫。 
ウ○H24 年度購入の電子黒板等の活用と活用研修をもつ。 
エ○校務の情報化・効率化を図るため、H25 年度より情報 

部として独立分掌で運用。 
オ○定時制併置校として単位数の確保と部活動時間を踏 

まえ、より良い学習形態を構築。そのためカリキュラ 
ム委員会や将来委員会で意見集約。 

カ○前期・後期入学者選抜で入学した生徒   の到達度
を、定期考査や校内模試等で比較し、調査・研究する。
その過程のなかで、現在、１年生で実施している国語
と英語の少人数授業クラスを、機械的に半数ずつの編
成とするのではなく、年度途中より、到達度別のクラ
ス編成とする。 

ア○学校教育自己診断で「学力
のつく授業」について、全体
の平均 10％増達成めざす。 
○授業アンケートで肯定的
回答が、すべての科目にお
いて担当クラスの平均
65％以上。 

○教員全員が年間１回以上
の授業見学と助言を行う。 

○パッケージ研修が授業改
善に役立ったか否か、教員
へのアンケートで検証。 

イ○4 月と 12 月の家庭学習時 
間を比較。１年 10％２年 
20％３年 30％増。 

○学習合宿後の１年生への
アンケートで「学習意欲が
高まった」肯定的回答 80％
以上。 

ウ○年間で ICT 活用授業した 
教員、50％以上となるよう 
取り組む。 

エ○どれだけの範囲で、円滑に 
活用できたかの検証。 

オ○提言書作成。 
カ○調査校内ＬＡＮシステム

を活用して集約。年度末
の、到達度別クラス編成に
対する、生徒へのアンケー
トで検証。 

 

夢
・
志
の
は
ぐ
く
み 

（１）キャリア教育を通じ、目的
意識を高める。 
ア「志学」の充実 
イ学年に応じた布施高版市民
性教育 

（２）進路保障 
ウ○コース設定PTの発足と活 
  動 
○保護者に対しても、早い段
階から時機に応じた進路
情報紹介 

○著しく増加傾向にある医
療系大学等への進路保障 

ア ○ F R O M  N O W ( 総 合 的 な 学        
習の時間)を活用し、「志学」の充実とキャリア教育を
推進する。特に、早期に、就きたい分野や職について
の、目標をもたせる。 

○各分野で活躍する卒業生を活用し、進路を身近に考え
させる。 

○調べ学習スピーチを通じて、表現力などを養う。 
イ○司馬遼太郎記念館等の地域の教育資源を積極的に活

用する。 
ウ○具体コースのカリキュラム編成 
○最新の進路状況や変化等を１年生の段階から早めに情
報提供し、生徒と共有する情報の基に家庭での話し合
い促進。 

○１年次からの登録・指導と理数科目の講習や看護体験
実施。 

ア○学校教育自己診断で関連 
項目の肯定的回答を 80％ 
にする。 

イ○菜の花忌運動に参加する 
生徒の延べ数を 20％増。 

ウ○私立大学延べ合格率 20％
以上増。また、センター試験
の出願者も 20％増。 
○保護者向け進路説明会時の
アンケートでの肯定的回答
75％以上。 

○受験結果・進学状況。 

 

生
き
る
力
と
豊
か
な
心
の
は
ぐ
く
み 

（１)自己を律する力と自尊心の 
育成 

ア○挨拶指導や遅刻指導による 
望ましい生活習慣の定着 

イ○障がいがある生徒との共 
生の意識高める。 
○人権を尊重する体制づくり   

ウ○自治会行事や部活動の充
実、特に文化部の活性化 
○地域連携活動等を通じて、
社会貢献の姿勢をはぐく
む。 

（２）地域連携強化 
エ○家庭との連携の強化、「布施
高応援団」としてＰＴＡ活動
の充実を図る。 

オ○大学等との連携を促進 
カ○申請中のユネスコスクール
認可後には、地域連携を中心
に、幅広い奉仕活動を展開す
る。 

(３)キ○読書習慣の醸成 

ア○挨拶や遅刻について、集会や各ＨＲでの啓発活動を粘
り強く行う。 
○生徒からポスターや川柳も募集し、生徒自らの意識向
上も促進する。 

 ○教員研修会のワークショップで７～８人ずつ一組と
なり改善方法を協議。 

イ○スクールカウンセラーや支援教育コーディネーター
を中心に教育相談委員会を定例化。課題を抱えた生徒の
課題の情報共有と迅速な対応に努める。 
○校内外の関係機関との連携による個別支援計画の作
成。 
○発達障がいをはじめ生徒支援のための専門的知識の深
化のための研修会開催。 
○体罰・いじめに関する職員研修を年１回以上行う。 

ウ○活躍の場・機会を広げる。 
○菜の花忌運動を、全校的な取り組みと 

し、地域貢献の意識を高める。菜の花委員の継続。 
エ○ＨＰ充実やあらゆるＰＴＡ行事を通 

じて、保護者に対して学校の取り組みを発信。 
オ○近隣の大学以外にも複数の大学と、出 

前授業や学生インターンシップ等の目的に応じた連
携を行う。 

カ○10名以上の生徒・教員が府内のユネ 
スコスクールを訪問し、先進例学ぶ。また、ユネスコ
スクール共同企画にも参画。 

キ○読書マラソンや生徒による選書活動 
推進により図書貸し出し増加させる 

ア○年間総遅刻数 15％減。 
イ○学校教育自己診断「 

親身に相談に応じてくれ
る先生がいる」肯定的回
答 65％以上。 

○生徒へのアンケート 
ウ○現在同好会として活動中

の部への昇格を２クラブ
以上。また、対外表彰等で
検証。 

エ○保護者対象の授業参観参
加者の 10％増。 

オ○５校以上の大学等と多様 
な連携。 

カ○共同企画への参加 
キ○年間の図書貸し出し冊数 

の 10％増加。 

 

機
能
的
な
組
織
づ
く
り 

(１ )ア○若手教員校内ＯＪ    
Ｔの充実 

(２)イ○運営委員等ミドルリー
ダーの育成 
○将来委員会の役割を明 
確にし、実効性ある組織 
とする。 

 (３)ウ○学区制撤廃への移行に 
ともない広報活動充実 

(４)エ○組織的・継続的な防災訓 
練の企画・運営 

ア○３０歳代までの教員が全体の 1割の 
中、管理職・首席・指導教諭で年間５回以上、課題を
課しつつ行う。このフォローアップ研修と並行して、
府教育センターのパッケージ研修も活用。 

イ○様々な場面で経営参画の機会を作り、 
前向きなボトムアップができる集団とする。 

○組織の役割を明確にし、前向きな検討 
を形にしていく委員会とする。 

ウ○学校ＨＰや学校説明会や学校案内の 
充実、中学校訪問や教育産業への広報活動の再構築。 

エ○従来の教頭担当から、保健部の担当と 
し、訓練内容を組織的に検討する。 

ア○研修参加者のアンケート 
結果。 

イ○学校教育自己診断の関連 
項目、肯定的回答 10％増。 

○新しい企画の実践 
○円滑な校内運営 

ウ○中学校訪問 10％増。教育 
産業訪問数 20 件以上。 

エ○学校教育自己診断の関連 
項目、肯定的回答 10％増。 

 

 

 
 


